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(57)【要約】
　ある容器が提供され、その容器は、（ａ）少なくとも
１枚のエラストマー層を備えるカバーと、（ｂ）容器内
に収容された食物成分であって、液体食物成分又は固体
食物成分であり、更には、固体食物成分は、液体と接触
すると流体食品を生じるように構成されている食物成分
とを備え、カバーは、液体食物成分又は流体食品を注入
又は抽出するための少なくとも１つの液体移送装置によ
って穴開けされるように構成されており、更には、少な
くとも１つの液体移送装置が容器から取除かれると、カ
バーは、液体、液体食物成分、流体食品、又はそれらの
組合わせのいずれの漏れに対しても、カバー自体を再シ
ールするように構成されている容器。また、プランジャ
とばねとを備える容器が提供される。上記の容器を使用
する方法が提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１枚のエラストマー層を備えるカバーと、
　（ｂ）前記容器内に収容された食物成分であって、液体食物成分又は固体食物成分であ
り、更には、前記固体食物成分は、液体と接触すると流体食品を生じるように構成されて
いる食物成分とを備え、
　前記カバーは、前記液体食物成分又は前記流体食品を注入又は抽出するための少なくと
も１つの液体移送装置によって穴開けされるように構成されており、更には、前記少なく
とも１つの液体移送装置が前記容器から取除かれると、前記カバーは、前記液体、液体食
物成分、流体食品、又はそれらの組み合わせのいずれの漏れに対しても、カバー自体を再
シールするように構成されている容器。
【請求項２】
　（ｃ）前記食物成分に隣接して前記容器に装着され、前記食物成分を前記容器内に保持
するために、前記食物成分に対して実質的に不透過性であるバリアを更に備える、請求項
１に記載の容器。
【請求項３】
　前記バリアは、少なくとも１枚のエラストマー層を備える、請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　前記エラストマー層は、シリコーンゴム、合成ゴム、フルオロポリマーゴム、オレフィ
ン系エラストマー、及びそれらの組み合わせのうちの少なくとも１つから選択された材料
を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の容器。
【請求項５】
　前記バリアは、前記液体移送装置によって穴開けされるように構成されている、請求項
２～４のいずれか一項に記載の容器。
【請求項６】
　前記バリアは、前記流体食品を抽出するために穴開けされるように構成されている、請
求項２～４のいずれか一項に記載の容器。
【請求項７】
　前記カバーは透明である、請求項１～６のいずれか一項に記載の容器。
【請求項８】
　前記カバーは透明でない、請求項１～６のいずれか一項に記載の容器。
【請求項９】
　前記カバーは酸素バリアを更に備える、請求項１～８のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１０】
　前記カバーは、音波溶接を利用して前記容器に操作可能に取り付けられる、請求項１～
９のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１１】
　前記カバーは、ヒートシーリングを利用して前記容器に操作可能に取り付けられる、請
求項１～９のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１２】
　前記カバーは、前記容器に接着剤で取り付けられる、請求項１～９のいずれか一項に記
載の容器。
【請求項１３】
　前記カバーは、前記容器に機械的に取り付けられる、請求項１～９のいずれか一項に記
載の容器。
【請求項１４】
　前記カバーは５００ｍｍ未満である厚さを有する、請求項１～１３のいずれか一項に記
載の容器。
【請求項１５】
　前記カバーは弾力的な発泡体を更に備える、請求項１～１４のいずれか一項に記載の容
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器。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの液体移送装置が前記カバーを通じて前記容器から取除かれると、
前記カバーが、流体、流体食品、及び食物成分のうちの少なくとも１つを前記少なくとも
１つの液体移送装置から除去する、請求項１～１５のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１７】
　前記カバーを通じて前記少なくとも１つの液体移送装置を挿入すると、前記カバーは、
前記少なくとも１つの液体移送装置の外壁の周りにシールを形成する、請求項１～１６の
いずれか一項に記載の容器。
【請求項１８】
　（ａ）前記容器内に収容された食物成分であって、液体食物成分又は固体食物成分であ
り、更には、前記固体食物成分は、液体と接触すると流体食品を生じるように構成されて
いる食物成分と、
　（ｂ）プランジャの第１の表面に操作可能に連結されたばねと、前記プランジャの第２
の表面と接触する前記食物成分との間で前記容器内に移動可能に固定されたプランジャと
、
　（ｃ）前記食物成分が収容されている前記容器の一部分に穴開けするように構成された
少なくとも１つの液体移送装置とを備え、
　前記ばねは、前記プランジャの前記第１の表面と、前記容器のうちの前記食物成分と接
触しない部分の内側表面との間で付勢される容器。
【請求項１９】
　前記流体食品又は前記液体食物成分を調製するために、請求項１～１８のいずれか一項
に記載の容器を使用する方法。
【請求項２０】
　前記流体食品又は前記液体食物成分を分配するために、請求項１～１９のいずれか一項
に記載の容器を使用する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、流体が容器に注入されるときに流体食品を作るための、液体食物成分又は固
体食物成分を収容したシール容器に関する。本開示はまた、液体移送装置を取除く際の液
体食物成分又は液体食品の漏れを防止するためのカバーを備えたシール容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　挽いた焙煎コーヒー、茶、インスタントコーヒー、挽いたコーヒーとインスタントコー
ヒーとの混合物、チョコレートをベースにした製品、又は任意の他の脱水可食材料など、
食品を調製するための材料を収容したシール容器が知られている。場合によっては、シー
ル容器は、底部と、側壁と、その底部よりも大きな直径を有する円形縁部とを有する受皿
と、その受皿の縁部の外周に溶接されたカバーとを有し、そのカバーは、酸素に対して低
い透過性を有する柔軟材料からなり、その柔軟材料は、アルミニウム、アルミニウム／プ
ラスチックの複合材、アルミニウム／プラスチック／紙の複合材、単層又は多層のプラス
チックからなる群から選択されたものである。これらのシール容器は一般に、カバーに穿
孔される形態で使用される。
【０００３】
　いくつかのシール容器の内容物は、以下の方式で抽出される。容器が容器保持器の中に
、そして抽出ケージの中に挿入される。この抽出ケージは、容器の頂部及び底部に穿孔す
る針を有する。流体、典型的には水が、頂部の針を通じて注入され、食品が、容器の底部
の穿孔を通じて流出する。この種の抽出の最後に、次の容器を抽出システムに定置するた
めに、容器を抽出システムから除去することが可能となる。容器が除去されると、穿孔、
つまり穴が受皿の底部に存在し、この穴は、残留する液体食品及び固体食物成分を漏出さ
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せる。この漏れは、抽出機械の一部を汚損するため、問題を引き起こす。それに代わって
、針又は他の何らかの液体移送装置が、カプセルのカバーに穿孔してもよく、また、液体
が容器の中に注入されるとき、圧力が高まり、ラプチャーディスクを破壊し、液体、液体
食物成分及び／又は流体食品の抽出が可能となる。
【０００４】
　先に議論したシール容器に伴う漏れの問題を克服するために、あるシール容器が、底部
の高さに受皿を有し、その底部に、容器が開封又は破裂されるときの固体食物成分の保持
を確実にする手段が設けられる。これらの種類のシール容器において、固体食物成分の保
持を確実にする手段は、織物、弁、及び発泡体からなる群から選択され、その手段は、カ
ートリッジの底部に定置されるか、接着剤で接合されるか、あるいはシールされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本開示は、あるシール容器を提供し、そのシール容器において、容器の内容物が依然と
して制御可能に解放されると同時に、カバーに穿孔され得る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　いくつかの実施形態において、本明細書で開示する容器は、（ａ）少なくとも１つのエ
ラストマー層を備えるカバーと、（ｂ）容器内に収容された食物成分であって、液体食物
成分又は固体食物成分であり、更には、その固体食物成分は、液体と接触すると流体食品
を生じるように構成されている食物成分とを備え、カバーは、液体食物成分又は流体食品
を注入又は抽出するための少なくとも１つの液体移送装置によって穴開けされるように構
成されており、更には、その少なくとも１つの液体移送装置が容器から取除かれると、カ
バーは、カバー自体を再シールするか、あるいは、液体、液体食物成分、流体食品、又は
それらの組み合わせのいずれの漏れをも低減又は防止するように構成されている。本明細
書で開示する容器は更に、（ｃ）食物成分に隣接して容器に装着されたバリアであって、
食物成分を容器内に保持するために、食物成分に対して実質的に不透過性であるバリアを
更に備える。いくつかの実施形態において、バリアは、少なくとも１枚のエラストマー層
を備える。いくつかの実施形態において、エラストマー層は、シリコーンゴム、合成ゴム
、フルオロポリマーゴム、オレフィン系エラストマー、アクリルエラストマー、ポリエス
テルエラストマー、ポリウレタンエラストマー、及びそれらの組み合わせのうちの少なく
とも１つから選択された材料を含む。
【０００７】
　液体移送装置が、液体移送装置の所定の移動距離内でカバーに穴開けすることが必要と
なるので、エラストマー層を硬化層で補強することが望ましくなり得る。そのような層は
、二軸延伸ポリエチレン若しくはポリプロピレンであっても、キャストフィルムであって
もよい。また、不織布、ネット、又は金属箔が硬化層に用いられてもよい。
【０００８】
　本明細書で開示するバリアは、液体移送装置によって穴開けされるように構成され得る
。いくつかの実施形態において、バリアは、流体食品を抽出するために穴開けされるよう
に構成される。
【０００９】
　本明細書で開示する容器は、透明なカバーを有しても、透明でないカバーを有してもよ
い。カバーが酸素バリアを更に備える、先の請求項のいずれか一項に記載の容器である。
本明細書で開示するカバーは、音波溶接を利用して容器に操作可能に取り付けられ得る。
いくつかの実施形態において、本明細書で開示するカバーは、ヒートシーリングを利用し
て容器に操作可能に取り付けられる。いくつかの実施形態において、カバーは容器に接着
剤で取り付けられる。いくつかの実施形態において、カバーは容器に機械的に取り付けら
れる。
【００１０】
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　本明細書で開示するカバーは、いくつかの実施形態においては５００ｍｍ未満である厚
さを有し得る。いくつかの実施形態において、カバーは弾力的な発泡体を含む。本明細書
で開示するカバーは、少なくとも１つの液体移送装置がカバーを通じて容器から取除かれ
る際、流体、流体食品、及び／又は食物成分のうちの少なくとも１つをその少なくとも１
つの液体移送装置から除去するために使用され得る。いくつかの実施形態において、カバ
ーを通じてその少なくとも１つの液体移送装置が挿入される際、カバーは、その少なくと
も１つの液体移送装置の外壁の周りにシールを形成する。
【００１１】
　別の態様において、本開示は容器を提供し、その容器は、（ａ）容器内に収容された食
物成分であって、液体食物成分又は固体食物成分であり、更には、その固体食物成分は、
液体と接触すると流体食品を生じるように構成されている食物成分と、（ｂ）プランジャ
の第１の表面に操作可能に連結されたばねと、プランジャの第２の表面と接触する食物成
分との間で容器内に移動可能に固定されたプランジャと、（ｃ）食物成分が収容されてい
る容器の一部分に穴開けするように構成された少なくとも１つの液体移送装置とを備え、
ばねは、プランジャの第１の表面と、容器のうちの、食物成分と接触しない部分の内側表
面との間で付勢される。
【００１２】
　別の態様において、本開示は、流体食品又は液体食物成分を調製するために、先の請求
項のいずれか一項に記載の容器を使用する方法を提供する。
【００１３】
　別の態様において、本開示は、流体食品又は液体食物成分を分配するために、先の請求
項のいずれか一項に記載の容器を使用する方法を提供する。
【００１４】
　本開示の上記の概要は、本発明の各実施形態を説明することを意図したものではない。
また、本発明の１つ以上の実施形態の詳細を、以下の説明に記載する。本発明の他の特徴
、目的、及び利点は、その説明から、また特許請求の範囲から明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の液体移送装置を有する、本明細書で開示する容器の実施形態の前方断面図
である。
【図２】第１及び第２の液体移送装置を有する、本明細書で開示する容器の実施形態の前
方断面図である。
【図３】第１及び第２の液体移送装置を有する、本明細書で開示する容器の実施形態の前
方断面図である。
【図４】第１の液体移送装置と変形可能なカバーとを有する、本明細書で開示する容器の
実施形態の前方断面図である。
【図５】第１の液体移送装置と変形可能なカバーとを有する、本明細書で開示する容器の
実施形態の前方断面図である。
【図６】第１の液体移送装置とばねとプランジャとを有する、本明細書で開示する容器の
実施形態の前方断面図である。
【図７】第１の液体移送装置とばねとプランジャとを有する、本明細書で開示する容器の
実施形態の前方断面図である。
【図８】第１の液体移送装置とばねとプランジャとを有する、本明細書で開示する容器の
実施形態の前方断面図である。
【図９】図４及び５に開示する容器の様々な用途の実施形態の前方断面図である。
【図１０】図４及び５に開示する容器の様々な用途の実施形態の前方断面図である。
【図１１】図４及び５に開示する容器の様々な用途の実施形態の前方断面図である。
【図１２】図６～８に開示する容器の様々な用途の実施形態の前方断面図である。
【図１３】図６～８に開示する容器の様々な用途の実施形態の前方断面図である。
【図１４】図６～８に開示する容器の様々な用途の実施形態の前方断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本明細書で開示する容器１０は、円錐形、正方形、長方形など、いかなる形状をなして
もよい。図１に示す実施形態など、いくつかの実施形態において、本明細書で開示する容
器１０は、切頭円錐形の形状をなす側壁１７と、底部１９と、カバー１３とを有している
。側壁１７は一般に、空気及び水に対して不浸透性である任意の材料を備える。例えば、
高分子フィルム材料、アルミニウムシート材料などがカバーとして使用されてもよい。容
器は、（注型、射出成形、押出しなどされた）プラスチック材料を含む任意の好適な材料
から作製されてよい。任意選択により、任意の様式の食品用コーティングが、中に収容さ
れた食物成分１４と接触する側壁の表面に使用されてよい。
【００１７】
　カバー１３は、容器１０の用途に応じて様々な形態にて選択及び構成され得る。例えば
、いくつかの実施形態において、カバーは、カバーに穴開けするのに必要な力の大きさを
制御するために、特定の厚さをなしてよい。いくつかの実施形態において、カバー１３は
、カバー１３の形状をある所望の大きさまで変形させるのに必要な流体力の大きさを制御
するために、特定の厚さをなしてよい。いくつかの実施形態において、カバー１３は、５
００マイクロメートル以下であっても、４００マイクロメートル以下であっても、３００
マイクロメートル以下であっても、２００マイクロメートル以下であっても、１７５マイ
クロメートル以下であっても、１５０マイクロメートル以下であっても、１２４マイクロ
メートル以下であっても、更には１００マイクロメートル以下であってもよい。また、カ
バー１３の外表面は、何らかの印刷された情報及び／又は絵画を含んでいてもよい。印刷
された情報は例えば、指示であっても企業ブランドであってもよい。同様に、絵画は、飲
用液を作る方法の絵画であっても企業ブランドであってもよい。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、カバー１３は、少なくとも１枚のエラストマー層を備え
る。本開示において有用なエラストマー材料は、少なくとも中程度の弾性変形が可能であ
る任意の材料である。本開示において有用なエラストマー材料は、カバー１３のいかなる
穿孔もそのような穿孔を生じさせるために使用された任意の装置の周りをシールするよう
に選択される。
【００１９】
　本開示において有用なエラストマー材料はまた、カバー１３のいかなる穿孔もそのよう
な穿孔を生じさせるために使用された任意の装置を取除く際に再シールされるように選択
される。本明細書において有用なエラストマー材料には、シリコーンゴム、合成ゴム、フ
ルオロポリマーゴムなどが挙げられる。他のエラストマー材料には、Ａ－Ｂ又はＡ－Ｂ－
Ａブロック共重合体として当業者に知られるものなど、エラストマーである天然又は合成
ゴム共重合体が挙げられる。場合によっては有用となる他のエラストマー材料には、例え
ば、スチレン／イソプレン／スチレン（ＳＩＳ）ブロック共重合体、弾性ポリウレタン、
エチレン酢酸ビニルなどのエチレン共重合体、エチレン／プロピレン／ジエン三元重合体
エラストマーのエチレン／プロピレンモノマー共重合体エラストマー、ポリエステルエラ
ストマーが挙げられる。例示的な１つのエラストマーが、米国テキサス州ヒューストンの
クレイトン・パフォーマンス・ポリマーズ社（Kraton Performance Polymers Inc.）から
「クレイトン（KRATON）」の商標表記で販売されている合成ゴムである。これらの材料は
、天然ゴムの多数の性質、例えば柔軟性とシール性をもたらすが、それに加えて、より高
い耐熱性と耐薬品性を有する。これらの合成ゴムの化学的性質は、ポリスチレンブロック
及びゴムブロックからなるスチレンブロック共重合体に基づき得る。ゴムブロックは通常
、ポリブタジエン、ポリイソプレン又はそれらの水素化した等価物を含む。通常、これら
の合成ゴム重合体は、その性質を最適化するために、ポリオレフィン、ポリスチレン、粘
着付与樹脂又はパラフィン系オイルなどの他の材料を配合される。また、これらのエラス
トマーの熱的性質を改善するために、末端ブロック改質剤（End block modifiers）が加
えられてもよい。
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【００２０】
　本開示はまた、ゲルエラストマー、アクリルエラストマー、ポリエステルエラストマー
及びポリウレタンエラストマーなど、他の種類のエラストマーを含む。これらの材料及び
／又は商品名の例には、粘着付与ＳＩＳ、ｎ－ブチルアクリレート－メチルメタクリレー
ト共重合体、熱可塑性ポリエステルエラストマー（デラウェア州ウィルミントンのイー・
アイ・デュポン・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニー社（E.I. du Pont de Nemours an
d Company）から「ハイトレル（HYTREL）」の商標表記で商業的に入手可能なもの）、及
び、テキサス州ウッドランズのハンツマン・コーポレーション社（Huntsman Corporation
）から「ＩＲＯＧＲＡＮ」の商標表記で商業的に入手可能な熱可塑性ウレタンが挙げられ
る。理論に束縛されるものではないが、ゲルエラストマーは穴開けの後により速い流速を
示し、したがって穿孔が密封され得る速度を向上し得る。また、エラストマー又は結果と
して得られるカバー（１３）を電子ビームに暴露することも本開示の範囲に含まれる。理
論に束縛されるものではないが、電子ビーム処理はエラストマーの架橋密度を更に向上さ
せ得ると考えられる。また、エラストマー層は天然ゴムであってもよく、その天然ゴムは
架橋結合部を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい。
【００２１】
　これらの種類又は特定のエラストマーのうちのいずれかの互いとの、あるいは改質用の
非エラストマーとの配合もまた企図される。通常の充填剤、可塑剤、剛化補助剤、染料、
顔料、プロセシング添加剤などをエラストマー層に組み込むことも本発明の範囲内に含ま
れる。いくつかの実施形態において、カバー１３は更に、例えば、アルミニウム蒸着コー
ティング、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）、エチレンビニルアルコール共重合体（ＥＶ
ＯＨ）などの酸素バリアを含む。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、エラストマー層はまた、１種類の粘着付与剤又は粘着付
与剤の組合わせを含む。理論に束縛されることを望むものではないが、粘着付与剤は、エ
ラストマー層におけるエラストマー材料の流動性を高めて穿孔の再シール性を与え得る。
典型的な粘着付与剤の例には、テキサス州ヒューストンのエクソンモービル・ケミカル・
カンパニー社（ExxonMobil Chemical Company）から「ＥＳＣＯＲＥＸ　２２０３」の商
標表記で商業的に入手可能なものが挙げられる。商業的に入手可能な粘着付与剤の例には
、エクソンモービル・ケミカル・カンパニー社から「ＥＳＣＯＲＥＺ」の商標表記で商業
的に入手可能なものがある。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、カバー１３は透明である。いくつかの実施形態において
、カバー１３は、例えば、特定の色又はパターンを中に有するなど、透明ではない。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、カバー１３は、側壁１７と同じ材料を含む。底部１９は
、容器１０が作製される用途に応じて、側壁１７か又はカバー１３と同じ材料から構成さ
れ得る。カバー１３及び／又は底部１９は、側壁１７に一体的にあるいは操作可能に取り
付けられる。操作可能に取り付ける例には、ヒートシールすること、音波溶接すること、
接着剤によって取り付けること、機械的に取り付けることなどが挙げられる。接着剤で取
り付けることに関して言えば、接着剤は、感圧性接着剤、硬化性ホットメルト接着剤、熱
可塑性樹脂系接着剤、架橋重合体などであってもよい。機械的に取り付けることに関して
言えば、カバー１３は、クランプシーリング又はリングシーリング機構を利用して側壁１
７に取り付けられ、それによって容器１０の外縁部をシールすることができ、容器１０の
外縁部においてカバー１３は、クランプリングの下方でガスケットを使用するのと同様に
、圧力シールを形成し得る。
【００２５】
　液体を受容するための容量１５が設けられている一方で、食物成分１４が容器１０の一
部分に収容されている。食物成分１４は、液体であっても、固体であっても、それらの混
合物であってもよい。液体を容器１０の中及び／又は外に移動させるために、液体移送装
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置１２がカバー１３に挿入されてもよい。液体移送装置１２は、針様の形態、チューブ、
パイプ、又は同様のものを有する装置など、液体を送達することが可能な任意の装置であ
ってよい。いくつかの実施形態において、液体移送装置１２は、カバー１３の穴開けを容
易にするために、カバー１３に穿孔する端部を先鋭化される。いくつかの実施形態におい
て、カバー１３は、液体移送装置１２を受容するために、刻みを付けられるか、くぼみを
付けられるか、あるいは機械的に改められる。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、容器１０は、複数の液体移送装置によって、複数の箇所
で穿孔されてもよい。例えば、図２において、第２の液体移送装置１６が容器１０の底部
１９に穿孔しているところが示されている。当業者には理解され得ることとして、液体移
送装置１２、１６は、容器１０の中及び外への液体の流れを容易にし得る。いくつかの実
施形態において、食物成分１４と底部１９との間にフィルター材料１８を設けることが望
ましい。フィルター材料１８は、紙、金属、合成物、及び同等のものを含む、任意の種類
の織布若しくは不織布又は連続気泡発泡体のフィルター材料を含む。いくつかの実施形態
において、フィルター材料１８は、カバー１３として選択された材料と類似した材料を含
むバリアであってもよい。例えば、バリアは、カバー１３に関連して開示したものと類似
した、少なくとも１枚のエラストマー層を備えてもよい。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、容器が、複数の液体移送装置によって概ね同じ箇所に穿
孔されてもよい。例えば、図３において、第２の液体移送装置１６と第３の液体移送装置
２０が共に容器１０の底部１９に穿孔しているところが示されている。当業者には理解さ
れ得ることとして、容器１０が使用されている用途によっては、複数の箇所で容器１０に
穿孔するために、複数の液体移送装置が使用されてもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、カバー１３は、容器１０内に設けられた液体食物成分又
は液体食品の機械的な排出をもたらすように、エラストマー的に変形可能である。図４及
び５に示すように、液外が、少なくとも１つの液体移送装置（図示のような第２の液体移
送装置１６など）を介して容器の中に注入され得る。当業者には理解され得ることとして
、容器１０の複数の箇所にて容器１０に穿孔するために複数の液体移送装置が使用され得
る。液体の注入は、液体食物成分のパッケージングの間、及び／又は液体食品の調製の間
に行われ得る。いくつかの実施形態において、容器１０は、任意選択によって、任意の種
類の分離層を利用して、液体又は液体食物成分を受容する容量１５から分離され得る食物
成分１４を有する。いくつかの実施形態において、食物成分１４の容量１５からの分離は
、上部フィルター２１を使用することによってもたらされる。任意選択により、フィルタ
ー材料１８が食物成分１４と底部１９との間に使用され得る。上部フィルター１９及びフ
ィルター材料１８は、紙、金属、合成物、及び同等のものを含む、任意の種類の織布若し
くは不織布又は連続気泡発泡体のフィルター材料を含む。
【００２９】
　図６～８は、側壁１７とカバー１３と底部１９とを有する、本明細書で開示する容器１
０の別の実施形態の様々な位置を示しており、この側壁１７、カバー１３、及び底部１９
は、同じ材料を含んでも、異なる材料を含んでもよい。図６～８において、容器１０は、
プランジャ２６に操作可能に連結されたばね２４を有しており、プランジャ２６は、食物
成分１４と接触するか、あるいは食物成分１４と隣接する。ばね２４は、容器１０内の食
物成分、液体及び／又は流体食物成分の容量に応じて、伸張又は収縮され得る。いくつか
の実施形態において、図７に示すように、ばね２４は、少なくとも１つの液体移送装置１
６を通じて液体が注入されるとき、収縮位置にあり得る。ばね２４は、一定の圧力量が液
体に及ぼされる間、この収縮位置を維持し得る。ばね２４及びプランジャ２６は次いで、
液体食物成分、液体及び／又は流体食品が容器１０から吐出されるように、図８に示すよ
うに、ばねの再伸張によって機械的力を与えることができる。任意選択により、フィルタ
ー材料１８は、食物成分１４と底部１９との間に使用され得る。当業者には理解され得る
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こととして、容器１０の複数の箇所にて容器１０に穿孔するために複数の液体移送装置が
使用され得る。液体の注入は、液体食物成分のパッケージングの間、及び／又は液体食品
の調製の間に行われ得る。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、容器１０は、図９～１１に示すものなどの液体供給部３
２に操作可能に連結されてもよい。例示的な実施形態において、液体供給部３２は、少な
くとも１つの液体移送装置１６を介して液体を容器１０に入れるのに有用な方向制御弁３
４に液体を与える。制御弁３４はまた、液体が容器１０の中に流入するのを防止するため
にも有用となり得る。制御弁３４はまた、放出部３６を介して液体、液体食品及び／又は
流体食物成分を容器１０から流出させるためにも有用となり得る。例えば、図９において
、容器１０は側壁１７と、底部１９と、カバー１３とを有している。カバー１３は、カバ
ー１３が弾性的に変形可能となるように、少なくとも１枚のエラストマー層を備えている
。容器１０はまた、食物成分１４を収容している。容器１０はまた、任意選択により、食
物成分１４と底部１９との間にフィルター材料１８を有してもよい。図９に示すように、
方向制御弁３４は「閉鎖」位置にあり、つまり、液体は、少なくとも１つの液体移送装置
１６を介して液体供給部３２から容器１０に流動することができない。
【００３１】
　図１０は、方向制御弁３４が「充填」位置にあり、少なくとも１つの液体移送装置１６
を介して液体を液体供給部３２から容器１０に流動させる実施形態を示している。カバー
１３は、容器１０内の液体の体積が増加すると変形する。
【００３２】
　図１１は、方向制御弁３４が「放出」位置にあり、少なくとも１つの液体移送装置１６
を介し、放出部３６を通じて液体を容器１０から流出させる一方で、更なる液体が液体供
給部３２から容器１０に流入するのを防止する実施形態を示している。図１１に従う実施
形態は、カバー１３がその元の形状を回復させるとき、容器１０に収容された液体食物成
分又は流体食品を少なくともある程度、機械的に排出するものである。図９～１１に示す
ように、液体が少なくとも１つの液体移送装置（図示のような第２の液体移送装置１６な
ど）を介して容器の中に注入され得る。当業者には理解され得ることとして、容器１０の
複数の箇所にて容器１０に穿孔するために複数の液体移送装置が使用され得る。液体の注
入は、液体食物成分のパッケージングの間、及び／又は液体食品の調製の間に行われ得る
。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、容器１０は、図１２～１４に示すものなどの液体供給部
３２に操作可能に連結されてもよい。例示的な実施形態において、液体供給部３２は、少
なくとも１つの液体移送装置１６を介して液体を容器１０に入れるのに有用な方向制御弁
３４に液体を与える。制御弁３４はまた、液体が容器１０の中に流入するのを防止するた
めにも有用となり得る。制御弁３４はまた、液体、液体食品及び／又は流体食物成分を、
放出部３６を介して容器１０から流出させるためにも有用となり得る。図１２において、
容器１０は、プランジャ２６に操作可能に連結されたばね２４を有しており、プランジャ
２６は、食物成分１４と接触するか、あるいは隣接する。容器１０はまた、任意選択によ
り、食物成分１４と底部１９との間にフィルター材料１８を有してもよい。図９に示すよ
うに、方向制御弁３４は「閉鎖」位置にあり、つまり、液体は、少なくとも１つの液体移
送装置１６を介して液体供給部３２から容器１０に流動することができない。プランジャ
２６は依然として中立状態にあり、ばね２４を依然として伸張位置に維持している。
【００３４】
　図１３は、方向制御弁３４が「充填」位置にあり、少なくとも１つの液体移送装置１６
を介して液体を液体供給部３２から容器１０に流動させる実施形態を示している。液体が
容器１０の中に流入するとき、プランジャ２６がカバー１３に向かって付勢され、ばね２
４を収縮位置へ移動させる。
【００３５】
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　図１４は、方向制御弁３４が「放出」位置にあり、少なくとも１つの液体移送装置１６
を介し、放出部３６を通じて液体を容器１０から流出させる一方で、更なる液体が液体供
給部３２から容器１０に流入するのを防止する実施形態を示している。図１１に従う実施
形態は、ばね２４が伸張位置へ移動し、プランジャ２６がその元の中立位置を回復させる
とき、容器１０に収容された液体食物成分又は流体食品を少なくともある程度、機械的に
排出するものである。図１２～１４に示すように、液体が少なくとも１つの液体移送装置
（図示のような第２の液体移送装置１６など）を介して容器の中に注入され得る。当業者
には理解され得ることとして、容器１０の複数の箇所にて容器１０に穿孔するために複数
の液体移送装置が使用され得る。液体の注入は、液体食物成分のパッケージングの間、及
び／又は液体食品の調製の間に行われ得る。
【００３６】
　食物成分は任意の望ましい可食成分であってよい。いくつかの例として、挽いた焙煎コ
ーヒー、茶、インスタントコーヒー、挽いたコーヒーとインスタントコーヒーとの混合物
、チョコレートをベースにした製品、粉ミルクをベースにした製品、又は他の任意の脱水
可食材料が挙げられ、知られている。食物成分はまた、水、フルーツジュース、野菜ジュ
ースを含んだ液体であっても、風味付けされた液体であっても、飲料、炭酸飲料（アルコ
ール及び非アルコールタイプの両方を含む）を含んだアルコールであってもよい。いくつ
かの実施形態において、食物成分と接触する液体は、温度において、約０℃～約１００℃
、典型的には約５０℃～約９０℃の範囲に及び得る。容器の中に注入される液体は、水（
脱イオン水、水道水、蒸留水、炭酸水などを含む）であっても、牛乳（乳脂、全乳、２％
の牛乳、１％の牛乳、脱脂乳などを含む）であっても、任意の他の好適な液体であっても
よい。
【００３７】
　本明細書で開示するカバー１３は、エラストマー層に加えて各層を備えてもよい。例え
ば、非エラストマー層が、エラストマー層の上又は下に含められてもよい。それに代わっ
て、エラストマー層は、２枚の他の非エラストマー高分子層の間に挟まれてもよい。その
ような構造において、所望の程度の穴開け耐性並びにシール及び再シールする能力が、フ
ィルムの性質を調節することによって左右され得る。プラスチック材料の例には、ポリエ
チレン、ポリプロピレン、ポリメチルメタクリレート、ポリエチレンテレフタレート、ポ
リアミド、エチレンビニルアルコール、及びそれらの組み合わせなどの熱可塑性樹脂が挙
げられる。熱硬化性樹脂の例には、ビスフェノールＡエポキシのジグリシジルエステル樹
脂、ビスフェノールＡジシアネートエステル、オルトフタル酸系不飽和ポリエステル、ビ
スフェノールＡビニルエステルなどが挙げられる。３枚の層を有するカバー構造の例が、
ポリプロピレン、合成ゴムエラストマー及びポリエチレンである。それに代わって、ある
構造が、ポリオレフィン、合成ゴムエラストマー、及びポリエステルの３層を有してもよ
い。いくつかの実施形態において、ある３層構造が、ポリオレフィン、合成ゴムエラスト
マー、及び接着フィルム層を有する。接着層はまた、カバーを容器に接合してもよい。場
合により、これらの例における合成ゴムエラストマーは、シリコーンエラストマーと置き
換えられてもよい。これらの３層はそれぞれ、厚さにおいて２０マイクロメートル～５０
０マイクロメートルの範囲に及ぶ。蒸着するバリアコーティングをある表面の全体に施す
ことも本発明の範囲に含まれる。
【００３８】
　本開示において有用な多層フィルムは、コーティング、積層、共押出し、段階押出し（
stepwise extruding）、キャストフィルム、インフレーションフィルムなど、任意の通常
の技術で形成され得る。共押出しプロセスの例が、米国特許第３，５５７，２６５号及び
同第３，４７９，４２５号に見出され得る。各層は通常、フィルムを形成する間に様々な
材料を接触させる専用のフィードブロック又は専用のダイを通じて共押出しされる。エラ
ストマーフィルムと非エラストマーフィルムの交互層が利用されてもよい。本開示におい
て有用なフィルムは、３層～１０層などの、３層～１００層からならどの範囲でも異なる
フィルムの組み合わせを有し得る。いくつかの実施形態において、多層フィルムは、間に
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エラストマーフィルム層を有する２枚のポリオレフィン層を備える。加えて、エラストマ
ーフィルム層と非エラストマーフィルム層は、同じ厚さをなしても、異なる厚さをなして
もよい。カバーは継続的に製造され、次いで所望の形状及び寸法の最終的な所望のカバー
に変換され得る。この変換は、打抜き、回転打抜き、レーザー切断、ウォータージェット
切断などを含む任意の通常の方法を利用して達成され得る。加工条件は、所望の高分子特
性を達成するように最適化される。これらの加工条件は、冷却及び／又は急冷温度を含む
。
【００３９】
　いかなる理論にも束縛されることを望むものではないが、再シールするためには、エラ
ストマーは穴開け後に自在に流動する必要がある。エラストマー層内のエラストマー材料
が、過度に強固に保持されるか、あるいはフィルム構造内に拘束される場合、エラストマ
ー材料は効果的に流動できず、したがって、再シールの速度が、いくつかの実施形態にお
いては遅すぎて有効とならなくなる。この再シール特性を向上させるように、本明細書で
開示したカバーを定式化する多数の方式が存在する。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、多孔質材料が、エラストマー層の上部又は下部に置かれ
てもよい。典型的な多孔質材料の例には、スクリム、格子、スクリーン、発泡基板、不織
布、パターン化基板などが挙げられる。多孔質材料の多孔度の大きさは、カバーに応じて
最適化され得る。理論に束縛されるものではないが、エラストマー層内のエラストマー材
料は、穿孔の再シールをもたらすように多孔質材料を通じて流動し得ると考えられる。同
様に、多孔質材料は、カバー内のスペーサを設けるか、あるいはカバー内のスペーサとし
て働く。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、再シールは、カバー自体に多孔性を与えることによって
達成され得る。このことは、発泡技術、又は加工中にカバー内の各層のいずれかにガスを
注入することなど、様々な技術によって達成され得る。いくつかの実施形態において、加
工中、エラストマー層は、エラストマー層自体とその上又は下の層との間に多孔性又は空
隙を有するように加えられる。例えば押出しの間、エラストマー層は、上部の蓋に不均一
に加えられ、気泡又は空隙を生じる。
【００４２】
　いくつかの実施形態において、発泡性の微小球など、発泡性材料が使用され得る。発泡
性の微小球には、ジョージア州ダルスのエカケミカルス社（Eka Chemicals Inc.）から「
ＥＸＰＡＮＣＥＬ」の商標表記で商業的に入手可能なものが挙げられる。発泡性の微小球
を使用して作製された、ある例示的なカバーが、２層以上の多層フィルム構造を有し、そ
の多層フィルム構造において、１枚の層又は複数の層が添加剤／充填剤を含み、その添加
剤／充填剤は、発泡性の微小球などの膨張剤であってよい。この多層フィルムは、感圧性
接着剤を使用することによって、カバーの頂面に接着されることができ、その感圧性接着
剤は、多層フィルムの２つの外層のうちの一方にコーティングされる。いくつかの実施形
態において、この多層フィルムは、本明細書で開示するカプセルカバーの頂部（領域）の
一部分のみを被覆する多層フィルムパッチである。いくつかの実施形態において、この多
層フィルムは、先に開示したカバーフィルムに積層され、そのカバーフィルムは、本明細
書で開示するカプセルカバーの頂部（領域）全体を被覆する。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、エラストマー材料が流動できるようにするために、エラ
ストマー層とその上及び／又は下の層との間に中間層が存在する。この中間層は、エラス
トマー層と中間層との間に弱い又は低い接着力が存在するように選択される。カバーに穿
孔された後、エラストマー層と中間層との間の接着力が低いことにより、エラストマー層
は中間層から分離することが可能となり、それによって、エラストマー層内のエラストマ
ー材料は、再シールのために穿孔を通じて流動することが可能となる。例えば、スチレン
ブロック共重合体のコア（「ＳＥＢＳ」と呼ばれるスチレン－エチレン／ブチレン－スチ
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レン）を有するポリプロピレンスキンのエラストマー層が、本開示において中間層として
有用となり得るエチレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）フィルムに対して、低い接着力を有するよ
うに定式化され得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、本明細書で開示するカバーは、メッシュ層とエラストマ
ー層との組み合わせを有し、そのエラストマー層は粘着付与剤を有する。理論に束縛され
るものではないが、メッシュ層は、エラストマー層内の粘着性を付与されたエラストマー
材料が流動し穿孔を再シールすることを可能にする空間を与えると考えられる。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、本明細書で開示するカバーは、エラストマー層の組合わ
せを有し、そのエラストマー層は、注入された液体の温度で軟化する接着剤で貼り付けら
れる。理論に束縛されるものではないが、エラストマー材料の拘束がゆるみ、したがって
、液体移送装置の周りで収縮して穿孔を再シールすることが可能になると考えられる。
【００４６】
　本発明の様々な修正形態及び変更形態が、本発明の範疇及び趣旨から逸脱することなく
、当業者には明らかとなろう。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(14) JP 2014-527426 A 2014.10.16

【図７】 【図８】
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